
１

９

４

７

年

（

昭

和

22

年

）

5

月

3

日

に

現

在

の

憲

法

が

施

行

さ

れ

て

68

年

を

迎

え

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

今

、

憲

法

は

戦

後

最

大

の

危

機

に

な

っ

て

い

ま

す

。

安

倍

首

相

は

、

自

ら

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

憲

法

の

改

正

の

必

要

性

を

述

べ

て

い

ま

す

。

そ

の

内

容

は

、

戦

後

レ

ジ

ー

ム

か

ら

の

脱

却

を

成

し

遂

げ

る

た

め

に

は

憲

法

改

正

が

不

可

欠

で

、

憲

法

改

正

の

理

由

は

『

Ｇ

Ｈ

Ｑ

か

ら

日

本

側

に

急

ご

し

ら

え

に

提

示

さ

れ

た

も

の

が

日

本

国

憲

法

草

案

と

な

っ

た

こ

と

』

『

新

し

い

価

値

観

、

課

題

に

対

応

で

き

て

い

な

い

こ

と

』

『

日

本

人

自

ら

の

手

で

書

き

上

げ

て

い

く

こ

と

必

要

』

だ

と

し

て

い

ま

す

。

そ

し

て

、

普

通

の

国

家

で

あ

れ

ば

断

固

と

し

て

国

民

の

生

命

、

財

産

、

領

土

を

守

る

こ

と

が

明

記

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

現

在

の

安

倍

政

権

が

推

し

進

め

る

政

策

は

、

国

民

の

生

命

や

財

産

、

領

土

を

守

る

こ

と

に

つ

な

が

っ

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

雇

用

破

壊

に

つ

な

が

る

派

遣

法

改

悪

や

残

業

代

ゼ

ロ

法

、

医

療

保

険

制

度

の

改

悪

、

そ

し

て

国

際

平

和

支

援

法

と

名

付

け

ら

れ

た

新

た

な

海

外

派

兵

恒

久

法

な

ど

国

民

の

生

命

や

財

産

を

脅

か

す

も

の

ば

か

り

で

す

。

憲

法

は

、

国

民

主

権

、

基

本

的

人

権

の

尊

重

、

平

和

主

義

と

い

う

基

本

原

則

か

ら

成

り

立

ち

、

こ

れ

が

戦

後

、

国

民

か

ら

受

け

入

れ

ら

れ

て

き

た

大

き

な

要

素

で

す

。

こ

の

こ

と

を

無

視

し

て

強

引

に

理

由

を

つ

け

て

憲

法

を

改

悪

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

最

大

の

危

機

の

中

で

迎

え

る

憲

法

記

念

日

に

私

た

ち

は

、

も

う

一

度

、

憲

法

を

読

み

、

語

り

、

守

る

た

め

に

何

が

で

き

る

の

か

考

え

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

各

地

で

行

わ

れ

る

さ

ま

ざ

ま

な

憲

法

を

守

り

考

え

る

行

事

に

参

加

し

ま

し

ょ

う

。

国

労

東

海

国鉄労働組合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

‐

15

‐

５

交

通

ビ

ル

４

階

発発発発

行行行行

責責責責

任任任任

者者者者

杉杉杉杉

本本本本

洋洋洋洋

一一一一

編編編編

集集集集

責責責責

任任任任

者者者者

小小小小

山山山山

謙謙謙謙
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今

年

も

組

織

拡

大

の

第

一

歩

、

新

入

社

員

獲

得

宣

伝

行

動

を

行

い

ま

し

た

。

３

月

31

日

の

入

社

前

日

行

動

よ

り

4

月

17

日

ま

で

5

回

、

5

日

間

に

わ

た

り

、

新

幹

線

三

島

駅

北

口

（

三

島

研

修

セ

ン

タ

ー

付

近

）

で

宣

伝

行

動

を

行

い

、

の

べ

60

人

が

参

加

。

東

海

本

部

作

成

の

横

断

幕

、

各

地

本

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

（

新

幹

線

地

本

「

入

社

お

め

で

と

う

、

労

働

組

合

加

入

は

自

由

で

す

」

、

名

古

屋

地

本

「

組

合

は

自

分

で

決

め

な

き

ゃ

ダ

メ

ょ

～

ダ

メ

ダ

メ

」

、

静

岡

地

本

「

Ｊ

Ｒ

東

海

の

労

働

組

合

は

ひ

と

つ

じ

ゃ

な

い

」

）

等

、

新

入

社

員

に

我

々

国

労

の

存

在

を

ア

ピ

ー

ル

し

ま

し

た

。

東

海

本

部

で

作

成

し

た

「

働

く

み

ん

な

の

ル

ー

ル

ブ

ッ

ク

」

は

昨

年

以

上

に

新

入

社

員

へ

手

渡

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

今

後

、

新

入

社

員

は

各

職

場

に

配

属

さ

れ

ま

す

。

組

合

員

の

み

な

さ

ん

！

積

極

的

に

声

を

掛

け

、

他

労

組

と

は

違

う

人

間

性

な

ど

を

ア

ピ

ー

ル

し

、

我

々

国

労

組

合

員

が

果

た

す

べ

き

運

動

を

分

会

か

ら

作

り

上

げ

ま

し

ょ

う

。

（

報報報報

告告告告

紺紺紺紺

野野野野

組組組組

織織織織

部部部部

長長長長

）

（（（（

写写写写

真真真真

上上上上

））））

11110000

日日日日

のののの

雨雨雨雨

のののの

中中中中

でででで

のののの

行行行行

動動動動

。。。。

（（（（

下下下下

））））

11117777

日日日日

のののの

宣宣宣宣

伝伝伝伝

行行行行

動動動動

にににに

参参参参

加加加加

しししし

たたたた

仲仲仲仲

間間間間

。。。。

ググググ

ッッッッ

ズズズズ

がががが

好好好好

評評評評

でででで

すすすす

。。。。

ささささままままざざざざままままなななな団団団団体体体体がががが賛賛賛賛同同同同・・・・共共共共同同同同ししししてててて開開開開かかかかれれれれるるるる「「「「平平平平和和和和
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１

９

８

６

年

５

月

、

ア

メ

リ

カ

・

シ

カ

ゴ

を

中

心

に

８

時

間

労

働

を

要

求

し

て

一

斉

に

ス

ト

ラ

イ

キ

に

入

り

、

多

く

の

事

業

所

で

８

時

間

労

働

や

労

働

時

間

短

縮

を

勝

ち

取

り

ま

し

た

。

直

後

に

、

労

働

者

の

集

会

に

警

察

が

介

入

。

８

時

間

労

働

の

協

約

が

破

棄

さ

れ

る

事

態

に

な

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

ア

メ

リ

カ

の

労

働

者

は

こ

れ

に

屈

せ

ず

、

ふ

た

た

び

、

ス

ト

等

で

立

ち

上

り

ま

す

。

こ

れ

に

呼

応

し

て

労

働

者

の

国

際

会

議

（

パ

リ

会

議

、

１

９

８

９

年

）

が

、

「

あ

る

決

ま

っ

た

日

に

大

規

模

な

国

際

的

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

を

組

織

し

、

…

労

働

時

間

を

８

時

間

に

短

縮

す

る

た

め

の

法

律

を

作

る

こ

と

を

要

求

し

て

」

一

斉

に

行

動

を

す

る

こ

と

を

決

め

、

１

８

９

０

年

５

月

１

日

に

多

く

の

国

の

労

働

者

が

ス

ト

ラ

イ

キ

や

集

会

で

決

起

し

ま

し

た

。

こ

れ

が

「

メ

ー

デ

ー

」

の

始

ま

り

で

す

。

当

時

は

、

１

日

の

労

働

時

間

が

12

時

間

か

ら

14

時

間

が

一

般

的

で

、

「

８８８８

時時時時

間間間間

はははは

仕仕仕仕

事事事事

のののの

たたたた

めめめめ

にににに

、、、、

８８８８

時時時時

間間間間

はははは

休休休休

息息息息

のののの

たたたた

めめめめ

にににに

、、、、

ああああ

とととと

のののの

８８８８

時時時時

間間間間

はははは

おおおお

れれれれ

たたたた

ちちちち

のののの

たたたた

めめめめ

にににに

」

と

の

合

言

葉

が

世

界

に

広

が

り

ま

し

た

。

１

９

１

９

年

に

は

、

Ｉ

Ｌ

Ｏ

（

国

際

労

働

機

関

）

の

創

設

と

と

も

に

、

１

日

の

労

働

時

間

は

８

時

間

を

上

限

と

す

る

こ

と

が

国

際

基

準

と

さ

れ

ま

し

た

。

日

本

で

は

、

１

９

４

７

年

の

労

働

基

準

法

に

よ

っ

て

、

「

１

日

の

労

働

時

間

は

８

時

間

を

超

え

て

は

な

ら

な

い

」

と

さ

れ

ま

し

た

。

戦

前

の

日

本

で

は

、

１

９

２

０

年

、

治

安

警

察

法

の

も

と

で

労

働

組

合

活

動

が

事

実

上

禁

止

さ

れ

る

と

い

う

状

況

下

で

第

１

回

メ

ー

デ

ー

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

警

察

の

監

視

と

介

入

で

デ

モ

を

中

止

さ

せ

ら

れ

、

多

数

の

検

挙

者

を

出

し

な

が

ら

も

、

世

界

の

労

働

者

の

闘

い

に

連

帯

し

、

戦

争

に

反

対

し

、

８

時

間

労

働

制

を

含

む

労

働

者

の

権

利

を

獲

得

し

よ

う

と

、

１

９

３

５

年

の

第

16

回

メ

ー

デ

ー

ま

で

続

け

ら

れ

ま

し

た

。

翌

36

年

の

２

・

26

事

件

を

契

機

に

メ

ー

デ

ー

は

禁

止

さ

れ

、

同

時

に

日

本

は

ア

ジ

ア

侵

略

を

本

格

化

さ

せ

て

戦

争

の

ド

ロ

沼

へ

と

突

き

進

み

ま

す

。

戦

後

の

46

年

５

月

、

日

本

の

メ

ー

デ

ー

は

11

年

ぶ

り

に

復

活

し

ま

す

。

東

京

の

中

央

メ

ー

デ

ー

に

は

50

万

人

、

大

阪

で

は

10

万

人

、

全

国

で

１

０

０

万

人

が

参

加

し

た

と

言

わ

れ

ま

す

。

直

後

の

５

月

19

日

に

は

「

食

糧

メ

ー

デ

ー

」

、

さ

ら

に

は

新

聞

、

国

鉄

、

海

員

な

ど

の

ス

ト

、

「

10

月

闘

争

」

と

言

わ

れ

る

３

０

０

万

人

の

民

間

労

働

者

の

ス

ト

、

さ

ら

に

官

公

労

働

者

も

決

起

す

る

等

、

労

働

組

合

運

動

は

メ

ー

デ

ー

の

復

活

と

も

に

大

き

く

高

揚

し

て

い

き

ま

す

。

今

年

の

第

86

回

メ

ー

デ

ー

は

、

安

倍

首

相

が

「

戦

後

最

大

の

改

革

」

と

位

置

づ

け

、

推

し

進

め

る

２

つ

の

「

暴

走

」

政

治

で

あ

る

「

戦

争

す

る

国

づ

く

り

」

「

企

業

が

世

界

で

一

番

活

動

し

や

す

い

国

づ

く

り

」

に

対

し

て

、

国

民

的

共

同

の

力

で

ス

ト

ッ

プ

を

か

け

る

た

め

の

労

働

者

の

一

大

デ

モ

ン

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

の

場

と

な

り

ま

す

。

同

時

に

、

「

残

業

代

ゼ

ロ

法

案

」

等

労

働

時

間

法

制

の

改

悪

が

狙

わ

れ

て

お

り

、

メ

ー

デ

ー

の

起

源

＝

「

８

時

間

労

働

制

」

が

根

幹

か

ら

崩

さ

れ

か

ね

な

い

事

態

に

あ

り

ま

す

。

職

場

・

地

域

か

ら

「

８

時

間

労

働

を

守

れ

」

「

安

倍

『

暴

走

』

政

治

ス

ト

ッ

プ

」

の

取

組

み

と

世

論

喚

起

、

一

人

ひ

と

り

が

要

求

を

持

ち

寄

っ

て

多

く

の

新

し

い

仲

間

と

と

も

に

メ

ー

デ

ー

に

参

加

し

た

い

も

の

で

す

。
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福

井

地

裁

は

４

月

14

日

、

関

西

電
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、
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規

制

委
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、

再

稼

働

に

求

め
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安

全
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確

認

し

た

原

発

は

、

再

稼

働
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進

め

る

」

と

表

明

し

て

い

ま

す
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審
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書
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適
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と
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さ

れ

、

昨

年

７
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に
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力
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内
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、
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、

今
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福
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を
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、
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基

準

地

振

動

は

信
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を

失
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基
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が

到

来

し

な
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と

い

う

の
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根

拠

に

乏

し

い

楽

観

的

見

通

し

に

過

ぎ

な

い

」

等

々

、

新

規

制

基

準

を

断

罪

し

て

い

ま

す

。
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